






































































演 題：「Activity Based Workplace」はなぜ成功しないのか　
　　　　　　－「働かせる場」から「働く場」ではまだ足りない－
開 催 日 時：2016 年５月 18 日，18:00 ～ 19:00
開 催 場 所：100 号館第１会議室
第
18
回
－ 214 －
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【ある業務を行うために「居たい場」とは】
　以上のような取組みから、「違う種類の業務でも、どのよ
うに行われるのかによっては同じ環境が求められる」、
「ワーカー個々人のオフィス利用の工夫やスタイルがある」
ことなどが明らかになってきたが、これらの知見から考え
ると、「ある業務をしやすい場」は、すなわち「ある業務を
行うのに居たい場」であるとはいえず、「居たい場」とする
ためには「ワーカーがどのように場を感じ、どのように居
るのか」をより詳細に捉えることが必要であると考えられ
る。
　最後に、今後のオフィス計画を考える上で、現段階で重
要であると考える視点をまとめる。
・ オフィス空間に居る時に集中したい、切り換えたいと
いったワーカーの要求に対して、「集中ブース」や「リ
フレッシュスペース」といった名前がついた場所を用意
するだけでなく、「集中して“居られる”」、「業務から離れ
て“居られる”」場所にワーカーが何を求めているのかを
明らかにすることが重要である。
・ 空間・設備・什器などのハード面での環境づくりに加え
て、会社の雰囲気や上司・同僚の認識のようなソフト面
での環境づくりがある中で、「空間」としてどこまでカ
バーできるのか、逆にそれ以外の部分によって、どれだ
け「空間がうまく使われる」ようにできるのかについて
検討していく必要がある。
※３分以上の利用は、度数がある階級のみを示す。
図１　カフェコーナー滞在時間の分布
表１　年度毎の遭遇率・会話率・会話 / 遭遇率
※ N はカフェコーナーの利用回数
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